
 

北九州市立黒崎中央小学校 高学年通信 文責：藤田 正博 

 絆   

第４１号 令和２年７月２０日（月） 

 
  

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 ６年生は金曜日の６校時を使って、体育館で

学年の学活の活動をしました。この中で、ゲーム

や歌などを入れ、学年のテーマである「絆」を深

めることができました。 

まずは「わたしはだれでしょう」クイズ。ソ

ーシャルディスタンスを保ちながら、みんな

がゲームに参加することができるように、担

当の子ども達が活動内容を工夫しました。 

全員がゲームに参加することで、自然と笑

顔があふれる活動になりました。 

 続いて「みんながつながろう」、という手紙交換の活

動です。この活動は、ふだん話したことのない友達同

士、絆を深めることができるようにする企画です。 

 そこで、くじ引きで手紙を書く相手

を決めて、友達に対して手紙を書きま

す。その後、その手紙をもとに交換会を

開き、あまり話したことのない友達と

話を交わすことで、多くの友達のこと

を知ることができました。 

 最後に、全員で「ありがとうの花」をう

たいました。この歌は、卒業した６年生へ

のプレゼントとして練習した歌です。 

 感謝の気持ちを忘れずに、絆を深める

ことを大切にしようと、心を込めて歌い

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども達の思いがあふれる日記の紹介です。 

・ 今日の学活はとても楽しかったです。司会やプログラム、レクリエーションをしてくれた人に  

感謝しています。 

  ポーズあてでは、見事に全部外れました。心のメッセージは、ふだんあまり話さない人とも貼  

すことができて、とても心が温まりました。 

  これからも、みんなで絆を深めて卒業したいですね。 

 

・ 今日の学活で、メッセージを渡すときももらう時も、とっても笑顔でわたしたりもらったりし    

ていました。ぼくたちは、そんな笑顔で「絆」を深めていたのかなと改めて思いました。 

これからも、ずっとこの「絆」という目標・テーマを心に留めてくらしていきたいです。 

 

・ 今日の感染予防を心がけて修学旅行に向けて絆を深めようプログラムでは、１週間しか時間が 

なかったのに、その短い１週間でたくさんの人が助け合っていたことにおどろきました。準備も 

短かったけれど、みんなが楽しみながら真剣に頑張っていたことが伝わりました。 

 

・ 今日の６時間目のプログラムが楽しみでした。みんなが準備して、自分達で進めていく学活は 

とても楽しく感じられました。準備するのもとても楽しいし、友達と助け合えるからです。 

 それと、「がんばるぞ！」というみんなの気持ちがたくさん伝わったからです。これからも絆

を大切にして、友達とも仲良くしていきたいです。 

 心のメッセージを渡すときも、あまり知らない友達からもらったからびっくりしました。同時  

に嬉しさがこみ上げてきました。これからも、もっとみんなと思い出を作っていきたいです。 

 

個人懇談会、よろしくお願いします。 

 本日より３日間、暑い中お越しくださりありがとうございます。感染予防、熱中症対策はもち  

ろん、短い時間ですが、有意義な時間になるように努めてまいります。どうぞよろしくお願い致  

します。  


